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第１章第１章第１章第１章    総総総総            説説説説    

 

 地すべりによる災害は、特有の地形、地質、気象及び土地利用等の特殊な条件のもとに発生しており、

地すべり斜面上及び地すべりの発生に伴う移動土塊の到達範囲にある保全対象が受ける直接的な災害と、

河川等の埋塞及び埋塞土砂の２次的な決壊によりその上下流域にもたらされる間接的な災害の２つに大

別される。 

 地すべり防止計画は、上記の直接的及び間接的な地すべりによる災害を防止・軽減するため、事前に

実施される地すべり調査及びその解析結果を踏まえて、地すべり防止区域の地形、気象等の諸条件や土

地利用、保全対象の状況、緊急性等を考慮し計画する。 

 地すべり防止工事の対象となる地すべりは、一般に規模が大きく、複数の運動ブロックから構成され

るため、工事完了までに相当な年数を要する場合が多い。一方で地すべり斜面上及び地すべりの発生に

伴う移動土塊の到達範囲には多くの人家、公共施設等が存在することが多く、地すべり活動が活発化し

た場合には、的確な警戒避難体制の整備等ソフト対策の実施が不可欠である。そのため、地すべり防止

施設の整備によるハード対策に併せ、警戒避難体制の整備等が確保できるようソフト対策についても考

慮した上で、地すべり防止計画を策定する。 

 なお、計画の策定に当たっては、周辺環境に配慮するとともに、関連する諸法令、地域計画等との整

合に留意する。 

 また、地すべり防止計画を策定した場合には、地すべり等防止法第９条で規定する地すべり防止工事

基本計画に適切に反映させる。 
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